
碕産業砦応寺話回操(特別年10月)

1.不忍産業D経営の状況

平成5年11月12日

側)士I断念剖来怒斤

(讃王者時穀倉、国土庁)

アンケート調査をもとに 10月1日時点の羽h産業の経営の樹兄について不動産業業兄指数割ノ誠し、

類整毎の経営の府兄伺兄)を見てみると、住宅・宅ttll7瀧業は-19. 5、ビル賃貸業が-3 O. 2、

不忍画和重業が-33. 1であり、各調重とも経営の卵肋濃いという財、た1J{多い。前田旺醤掠と

上国交しても、各調蚤とも経営の制兄がわ拘、に悪化している。 3ヶ月後の経営の見通しについては、住

宅・哲也7譲業は十 5. 5%と戴防法蓄するとの財、たがやや多いれビル賃貸業不要櫨起重業は

それぞれ 37. 2%、 21. 5%と割じするとの財ずこカ多い(表1)。

表l 羽 h産業業局旨数にっし、て (5年10月1日時点j

1 0月l日現在 (参考)前回調蔀寺点 (7月1日)

経営の1対兄 3ヶ月後の経営の 経営の状況 3ヶ月後の経営の

見通し 見通し

住宅・窃船i蝶 -1 9. 5 十 5. 5 1 2. 3 十17. 7 

ビル賃貸業 -3 O. 2 37. 2 28. 6 23. 8 

不鞠習指盈業 3 3. 1 2 1. 5 3 1. 4 + 1 1. 0 

不忍産業難局開〔併問妨出こついては、以下のとおり。

:荷産業制撤=

{ (良いとする回答数x2+やや良いとする回答劉

一(やや悪いとする回答数十悪いとする回答数x2)}+2+全回答数x1 0 0 

注:戸商躍を疑問旨数は、巨際の全てカ耀営の制服良いとする場合十 100を示し、

回答め全てカ程営の尉兄を悪いとする場合は 100を示す。
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(参考)不誠謹当主D業兄に関するアンケートE臨知結果について

表1-1 10月1日現在の経営の樹冗 (協瓜内l鴻治ω)

良い やや良い 普通 やや悪い 思い

住宅・窃世分i蝶 2(3.]) 1 2 (18. 8) 20(31.3) 1 9 (29. 7) 1 1 (17. 2) 

ビパ主主貸業 3 ( 7. 0) 1(2.3) 1 4 (32. 6) 1 7 (39.5) 8 (18. 6) 

不忍歯荷量業 。(0.0) 8 (12. 3) 1 9 (29目 D 2 5 (38.5) 1 3 (20. 0) 

表1-2 1 0月1日現在の3ヶ月後の経営の慰霊し

良くなる やや良くなる 変わらない やや悪くなる 感くなる

位箔・窃断i妥業 2 (3.]) 1 8 (28. 1) 3 0 (46. 9) 1 3 (20. 3) 1 ( 1.防

ビソ惨号諜 。(0.0) 1(2.3) 1 6 (37. 2) 1 9 (44. 2) 7 (16.3) 

不破西宮溺童業 0(0.0) 1 4 (21. 5) 2 0 (30.8) 2 0 (30. 8) 1 1 (16目 9)

表1-3 前回調待点 (7月1日)の経営の1矧惨考)

良い やや良い 部亘 やや惑い 悪い

住子6'場断後業 2(3.1) 1 3 (20. 0) 2 1 (32. 3) 2 5 (38.5) 4(6.2) 

ビル賃貸業 1(2.4) 4(9.5) 1 3 (31. 0) 1 8 (42. 9) 自(14.3) 

不忍西宮孤産業 2(3.4) 6 (10.2) 1 6 (27. 1) 2 3 (39.0) 1 2 (20. 3) 

表ト4 前匝凋翻寺点 (7月1日)の3ヶ月後の経営の見透し(参考)

良くなる やや良くなる 劉つらなし、 やや悪くなる 慈くなる

住宅・窃在分譲業 1(1.5) 2 6 (4札口) 3 3 (印.8) 5 ( 7. 7) 。(0.0) 

ビル賃貸業 o ( O.ω l( 2.4) 2 2 (52. 4) 1 7 (40.5) 2(4.8) 

羽 h歯茄虚業 1 ( 1.7) 2 0 (33.9) 3 1 (52目 5) 5(8.5) 2(3.4) 
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2.業種別の戯甘・1腕 1酔観向等

(1X住宅・哲也分譲業

住宅・哲也3'~.察知コ用邦政得14数の動向については、全体の約45%カ情説明と比べてI勘噸向に

あると回答しており、榔乱、とする回答がこれに続く。成制物(の動向については、全休で単調と

比べて横ばいであるとする回答が5害1闘で最も多く、増加傾向にあるとする回答と、椛別項向にあ

るとする回答は同数である。在廟ヨ数の動向については、封休で5害IJJ帥湖JUjと比べて側将師こ

あるとしており、樹品、とする回答がこれに続く。日反走i敵各の動向にっし、ては、全体で古棚と比ベ

て変わらないする回答カ部甘6害IJ.低下傾向にあるとする匝際協約35%である(表2-1)。

表2-1 住宅・窃i紛 i実業の状況にっし、て

mM政問数 I揃 111数 1:11F数 日腕ItIf!l:告の動向
区分

~I': (1): (2)・ (3)1 lH : (l) : (2): (3) 1 ~+ : (1)・ (2): (3)言1・(I): (2): (3) 

増 i黄:減!増。横・減 減:械 j首 上 I 変:低

加!ば少 ・力日ば'少 少ば加 昇わ下

傾い傾 傾い傾 傾。い:傾 傾ら :傾

圏 域 戸U: 句向向向向:向な:向
L 、i

4 ‘ 

・ ・
全 由時 69・ 31 : 2 5 : 1 3 I 155: 4 1 : 7 3 : 4 1 I 156: 8 4 : 6 2 : 1 0 I 74 : 5: 4 3 : 2 6 タ七其入 ; 

ー ・ a

% 1 : 44. 9 : 36. 2: 18. 8 1 : 26. 5 : 4'1.l : 26. 5 1 : 53. 8 : 39. 7: 6. 41 6. 8 : 58. 1 : 35. 1 
-・ 句・ e・ aー・ 町ーb ・・ 4・"・ 4ー・ー

東実数 32:16:11: 5165:17:32:16165:41:21: 3133: 4:16:13 1011  ;)1 OiJ;ll':>t. 10[ OiJl'1 1 t. l ・ ・
・

京 …

圏 %1 :50.0:34.4・15.6 1 : 26. 2 : 49. 2 : 24. 6 守 63.1:32.3:4.61 :12.1:48.5:39.4 

体
-'・ ee・ 町.・b ，"・ ・・. ， .・・ ，ーe • : 

・・

大 実数 18 : 8: 7: 3 I 40: 1 2: 1 9: 9 I 41: 2 3 : 1 7: 1 I 19・ o : 1 6: 3 
咽置・ ‘・

阪
，・-・-・-・，・.・

殴%1 : 44. 4 : 38. 9 : 16. 7 1 : 30. 0 : 47. 5 : 22. 5 1 : 56. 1 : 4l. 5: 2. 4 1 : O. 0 : 84. 2 : 15. 8 
-・ . ι ・

・ e ・

注1) 1業者抗マンション、戸逮て、土I也のそれぞれについて回答したものを合計してい

るため、項目によっては回答数カマンケー卜回収数を上回っている場合がある。

2) :東姻:茨城県、埼B黒、千葉黒東潟il¥..tl棟)11県。

対却費:京都存、対腕、見事尽奈良県(表 2-2についてIPJ楠。
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(2)ビル賃貸事業

空室の刷協こついては、育棚と比べて1勧噸向にあるとする回答が全面で約5害IJ..東京歯で6割

強であり、横ばいとする回答がこれに続くo成主ザ爵ufの動向については、開日と比べて仮下傾向に

あるとする回答は封本で約5乱東京歯で約72討を占め、変わらないとする回答がこれに続く

(表 2-2)。

表2-2 ビ、jレ賃貸業叫関取こついて

空室の府見 蹴惨訴4の副旬

区分

(1): (2) : (3) 言十 (1): (2) : (3) 

減 横: I首 上 変 {民

少 ば; 力日 昇 わ 下

傾; 傾 {頃: t:;>: 傾

圏域 向: 向 向: な I 向

L 、:

実数 57: 2 : 26: 2 9 27: 2:12:13 

全体 ...・.....合唱...・ー・ー........・.................・..・ ーー・・・・・b・....骨骨骨骨.......ーー・・..・‘・ーー・・・

% 3. 5 : 45. 6 : 50. 9 7. 4 : 44.4 : 48. 1 

実数 30: 0: 11: 1 9 14: 0: 4: 1 0 

東京国
，・. 

ーー，ー...・.......‘....・ー....骨骨骨.......ド..e ・ e ・・.. ー ー....... ・ーーー

% 0.0・36.7: 63.3 0.0・28.6 : 71. 4 

実数 1 0 : 4 : 5 4 : 。:2: 2 

対反鼠 ーーー・，-.--，・......ー...._----‘ー ..・・.........ーー....・...ーー....・ーーー..合唱b

% : 10. 0 : 40. 0 : 50. 0 O. 0 : 50. 0 : 50. 0 

注:1業者が、各1似或について回答しているため、項目によっては回答数がアンケ

ート回収数を上回っている場合がある。
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(3)不動産流通業

売却依頼、購入依頼及び成約の動向については、前期(平成 5年4 月~6月)と同様、横ばい

傾向であると回答した地域数が多く、増加傾向であると回答した地域数は、少ない。取引価格の

動向についても、前期と同様、横ばい傾向であると回答した地域数が多く、前回あったやや上昇

と回答した地域はなくなっている。

表2-3売却依頼の動向

¥¥  増加している地域 横ぱいの地域 減少している地域

7月 8月 9月 7月 8月 9月 7月 8月 9月

中古マンション 。。3 20 1 3 19 13 20 11 

中古戸建住宅 O O 2 23 20 25 10 13 6 

土 地 O O 1 26 1 9 25 7 14 7 

表2-4購入依頼の動向

¥¥  増加している地域 横ぱいの地域 減少している地域

7月 8月 9月 7月 B月 9月 7月 8月 9月

中古マンション 4 1 3 21 16 20 8 16 10 

中古戸建住宅 5 2 4 24 27 24 4 4 5 

土 地 5 2 2 25 25 25 3 6 6 

表2-5成約の動向

¥¥  増加している地域 横ぱいの地域 減少している地域

7月 8月 9月 7月 8月 9月 7月 8月 9月

中古マンション 3 。4 20 12 17 10 21 12 
中古戸建住宅 3 1 2 26 23 26 4 9 5 

土 地 2 。。24 20 25 7 13 8 

表2-6取引価格の動向

¥¥  上昇 やや上昇 横ばい やや下落 下落

7s I 8s I 9s 7R I 8s I 9s 7s I 8s I 9R 7R I 8R I 9s 7s I 8s I 9s 

中古マンション 。。。。。。27 29 24 6 4 9 。。。
中古戸建住宅 。。。。。。29 28 29 4 5 4 。。。
士 地 。。。。。。26 25 26 7 8 7 。。。

注)三大都市聞及び地方主要都市を33地域に区分し、中古マンション、中古戸建住宅及

ぴ土地の取引量及び取引価格について、前月と比較した動向を整理したもの。各数値は、

地域数を表す。
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(参考)

話隆の概要
1.目的

材!組本碍躍市場の動向ょ劃兄等につい℃師齢、っ迅速に把握することにより、建設・

国土行敢に資することを目的とする。

2.誠 猷 象

三大京柿圏及的防主覇防において羽b産業を観J業者を士橡に、械産業D業種(住宅・

窃紛譲業ビル賃貸業主碍踏澗艶、事端j膿伏手業者、中ノ膿渚)等を考癒して、 2

6 6業渚選定した。

3.司題対期

包囲半期(1月、 4月、 7月、 1 0月)

4.能 額B

E経営の樹兄

包澗阪祝主事肢五年出足取刊蹴各の制兄簿)

5. ID極主方法 白 " 

郵掛こよるアンケ ト司誼

6. ID翻絹う

廷穀主言及ひ国土庁の語毛を受けて、財団主人土蝋徐創泥究所(!l韓翠石原舜介)瑚踏を実

施。

なお、不忍画茄重業に係る取百附兄等については、建穀省、の諸王を受けて財E怯人土:t~赤色合研

粥肋嘆さ施している r;;開却劉跡調J両!証査(モニター髄お」より引用。

(参考)今回のアンケ ト回収率は次のとおり。

文橡数 回収数

住宅・司船i諜 112 64 

ピル賃貸業 54 4 2 

有路苅産業 100 6 5 

計 266 171 

- 6ー

回収率

57. 1% 

77.8% 

65. 0% 

64. 3出 払恰せ

樹)土j齢制服断

F融耀勤示。03(3583) 2391 


